
8  県 北高冷地帯 にお け る夏 まきサヤエ ン ドウの栽植距離 (園試高冷地分場)

1 1 )背 景 とね らい

夏まきサヤエンドウは春作野菜の後作として土地の有効和1用など輪作体系上有利な而をもち、

また市況も比1交的高価格で安定しているため栽培面積は増大の佃向にある。しかし現状では柄

めて低収であることから、立地条件を生かした夏まき作型の生産安定を日的に栽培技術の離立

が必要である。辞!種についてはすでに明らかにされたので栽植距端について検討した。

( 2 ) 技術 内 容

11〕夏まきサヤエンドウの栽植距離は畦帰 100卸、株間14あ、2本立 (10a当たり7]43株)が

適当である。  |                ヽ

(2)適 応地域は県北高冷地とする。

1 3 ) 指 導 上 の 密 意 点

(1)高 温時のは種のため発芽不良による欠株を生じやすいので、は服は3～ 4粒まきとし5～

6御の深まきとする。またもみがらかオガクズを2～ 3r77の厚さで唯上にまくか敦ワラを行

ない乾燥防止と地涌低下をはかる。              |

(2}極 子消毒を必ず行ない、チウラム水和剤またはベンレートT20水和斉Jで様子章最の0.3%

を種子粉衣する。

(3)密 植になるのでうどんこ病などの病害が発生しやすく、また春まきより早まるので炉害虫

の早期防除を徹底する。

( 4 ) 試 験 成 績 の 概 要

|〔1)試 験課題名 夏 秋どリサヤエンドウ増収対策試験

(2)栽 植距離試跡

(2)試 験年次および場所 昭 和52～54年

岩手県囲芸試験場高冷地分場

(3)試 験方法   ‐

l①
 供 試条件

昭和52年               昭 和53～54年 = 1

10a当 たり株数 戦粒距離 (蛙幅 X株 間)

5000株 l① 100X20御 2本立

5882株 l② 100X17御 2本立

5143株 10100X14銅  2本 ヤ
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10a当 たり株数 1栽縮悔離(畦幅X株 間)

5000株l ① 100 X20物2本立

7143株 l② 100文 14御 2本立

9 0 0 1株l③ 1 0 0 X l l効 2永i立



② 供 試品種 30日 縮爽

③ は 種期 Hど和52年、53年7月 11日、昭和54年7月 9日

① 施 肥量 (10a当たりK9)N18.8、  P017.6、  K018.8

⑥ 雨 横及び区制 lTg和52年 1区 63～ 9材 (45株)2区 制

H付和53年、54年 1区 9,ガ(45株)2区 制

(4)試 般結果

① 昭 和52年          .

100X14御 の密1直区が最大収観を示し、 100X20餌 の標準区に対し収最比 137と大きく

上回った。次いで 100X17筋 区が ユ00 Xl電効区には僅かに劣るがほぼ同程度の収宜をあげ

標準区より骨5%の ナ掌1収となり、ヤF村になるに従い増収の傾向を示した、  ‐

② 昭 和53年

100X14t77区が約 503K7と最も収畳が高く標準の 100X20御 区に比べ33%あ培収を示し

た。また100X14切 区より密植の 100 X ll初区は黎準区より収量性で上回ったが 100X14

効区と同程度の収量にとどまり、密植による増収効果はほかった、

3③ 昭 和54年

前年同様 100X14卸 区が暖秋による収鞍胡関の延長もあって約 661駒と最大収量を示し

根準対比27%の増収であった。前年 100X14卸区と同程度?収 母をあげた最密植の iCKI X

ll初区は標準区を上回ったもののやや劣る機向が認められ、密植限界に近いと推察され実

用的な栽植距離は畦間 100御、株間14効が適当であると考えられた。

( 5 )主 要成 果の具体 的デ ータ ー
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昭和53年 8月 28日～10月12日 (45日)

昭和54年 8月 24日～10月22日 (59日)
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図 2 年 次別の重量構成 (昭和52～54年)
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表2 時 期男il収量 (ミ/10a)昭 和54年

富終
| 8月 9 月 10 月
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図 2 時期別収量比 (対100X20御 比)と 累計収量
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1 6 )残 され た的題点

(1)密 植限界と密植に対応した栽堵法

(2)は 観適期の検討

t3)つ る枯性病害の発生要因の追究

1 7 ) 参考 資 料

tユ1 岩手県田芸試験場高冷地分場試験成績警 昭 和52年～54年
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